
は じ め に 研 修 前

国立病院機構南岡山医療センター（当院）臨床工
学科では，院内新採用者・全体研修，グループ主催
の新採用者専門分野研修や本部主催研修医対象の研
修など，経験年数・職種・人数・時間・実施環境な
どさまざまな研修を行う機会を得て実施している．
これまでに実施してきた医療機器研修等での経験と
工夫を報告する．

研修準備として主催者等と各種打ち合わせを行う
ことが必要となる．この準備が研修を充実させるた
めに重要な工程だと考えている．主催者としては各
病棟勉強会係から医療安全・教育研修部門などさま
ざまで，同じ主催者・医療機器であっても受講対象
者や時期により到達目標が異なることがあった．

たとえば新採用者に対する教育研修部門等からの
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医療機器研修だけが特別ではないが研修を実施する場合，主催者・受講対象者・研修
環境等条件はさまざまである．その中で意味ある研修を行うためには，事前準備の段

階で主催者の考える到達目標，受講対象者の研修前理解度のズレを把握し研修の難易度を適切に
設定することが重要だと感じている．また到達目標に対し不足するものがあると考えた場合には，
回数・時間等の変更を主催者に提案し，単に研修を行うことが目標とならないよう積極的に研修
の構成に参加していくことが必要な場合もあると考えられた．研修時には想定している受講者の
理解度を踏まえ，反応を見ながら使う単語や言い回しに注意する必要があった．研修終了後には
受講者とコミュニケーションを図り，研修の問題点の洗い出しと同時に受講者の疑問解決を行い，
お互いの今後につなげられるよう努力が必要だと感じた．研修後アンケートやテストは研修理解
度をはかるには重要だと考えられる．それらに加え研修後に臨床で研修内容に準ずるトラブル等
が生じた場合には可能な範囲で受講者と対応を行い，研修と臨床を融合させ１つでも多くの「わ
かった」を得られるよう工夫することも重要と考えられた．
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総合医学会報告
シンポジウム：「正しく使用するための医療機器研修会の取り組みについて」
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依頼の場合，基礎的な医療機器の原理と使用方法に
重点が置かれることが多かった．しかし同じ主催
者・医療機器であっても３年目以降などのスタッフ
が対象の場合，トラブル対応などに重点を置いた実
践的な知識・技術向上を目標とされることが多かっ
た．そのため１つの基準として受講対象者の経験年
数を参考に研修内容の調整を行った．

しかし病棟単位などの少人数研修では受講対象者
が絞られていることが多いため，主催者の意向をふ
まえながら直接受講対象者にヒアリングを行い研修
前理解・習熟度により研修内容等を調整するよう心
がけた．このように部署・受講対象者が絞られてい
る場合，経験年数のみで研修内容を調整してしまう
と問題が生じる場合があった．それが臨床経験年数
と部署経験年数の違いであることが多かった．医療
機器研修だけで問題となるわけではないが，病棟や
診療科により必要となる専門知識が異なる．そのた
め同じ臨床経験年数でも部署経験年数が異なると理
解・習熟度が大きく異なる場合があった．よって受
講者が少ない場合にはこの点にも重点を置き内容等
の調整を行った．

また研修に使用できる時間も研修内容に大きな影
響を与える場合があった．参加人数の多い研修では
「研修だけ」の時間として長時間を使用できること
が多かった．それに対して参加人数が少ない場合，
少数精鋭の専門分野研修やチーム会のような特別な
場合をのぞき使用できる時間は「すきま」時間的な
短いものになりがちであった．研修だけで長時間を
確保できる場合には，医療機器に関して基礎から応
用まで一連で研修を行いやすい反面，受講者の集中
力が散漫となる場合が多いと感じた．また逆に短時

間の場合には内容を基礎から応用まで一連で行うこ
とが難しくなる，反面他の業務を並行して行ってい
なければ集中力はある程度保てる場合が多かった．
長時間の研修では中だるみ対策として休憩や実習を
入れることである程度問題を改善できる場合があっ
た．しかし短時間の研修では希望する研修項目をど
のように行うかが問題になることが多かった．

当院臨床工学科では講師側の負担は増加するが，
希望研修項目をすべて実施できるよう「基礎編」「応
用編」「トラブル対応編」などと研修を複数回に分
けて行うことを提案するようにしている．その際各
研修の間隔が空く場合があるため「応用編」時には
「基礎編」，「トラブル対応編」時には「応用編」の
復習を行うことにより細切れになった研修を少しで
も一連に近づけられるよう構成を行った．条件にも
よるが研修に長時間取れる場合でもあえて研修を複
数回に分け１回の時間を短く，なおかつ各回で予
習・復習を行えるような内容として，少しでも理解
を深めやすくなるような構成を提案し実施すること
も多かった．

医療機器研修の場合，知識とともに実技の習得を
求められることが多かった．そのため主催者の考え
る回数・時間・到達目標を理解し，受講対象者の理
解・習熟度もできるだけ詳細に把握できるようにコ
ミュニケーションをとり研修の構成を可能な範囲で
調整することが多くあった．その結果，当初主催者
が考えていた回数・時間・構成等から変更となる場
合があった（図１．２）．しかし１人でも多くの受
講者が目標に達することができるよう，時間はかか
るが積極的にコミュニケーションをとり研修の準備
を行っている．

図１ 主催者研修案からの再構成例 図２ 到達目標・実施条件からの研修構成例
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研 修 時
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最 後 に

講師として研修を進める際，対象医療機器を受講
者全員で見て触れることが可能な小規模とそれ以上
の大規模かで，重点を置く点を多少変えている．小
規模な研修時には，医療機器を使い多くの受講者に
直接操作等をしてもらうよう構成した．また実際に
よくおきるトラブルなどを再現し，機器の動作や特
徴を見て・聴いて・触れて体験してもらい少しでも
多く印象に残るよう研修を実施した．大規模な研修
時には実際におきたインシデント・不具合を題材に，
少しでも実際の業務と結びつけられるよう研修を実
施した．また多くの部署から寄せられる質問を題材
に取り入れるようにも心がけた．

大規模な研修においても実習を充実させたいとい
う希望が主催者より寄せられる場合があった．この
ような場合には研修の始めに座学で実習の予習を行
い，医療機器を複数台・講師を複数人配置し小グル
ープに分け座学の復習という形を取りながら実習を
行うようにした．実習では各講師や受講者の着眼点
により各グループで実習内容に違いが出る等の問題
が生じることがあった．そのため座学で到達目標を
明確にし，実習時内容の差が少なくなるよう構成し
実施するようにした．また研修会の規模にかかわら
ず臨機応変な対応となるが，受講者の反応を見なが
ら説明に用いる単語や言い回しを工夫しながら行う
よう心がけた．

次回研修につなげていくために，研修後アンケー
トが実施されることがある．受講者の感想・情報を
得ることができ非常に有効な手段の１つとして取り
入れられている．それ以外として当院臨床工学科で
は積極的に研修後受講者等に話しかけ感想や疑問点
を聞くようにした．これを行ったことによりアンケ
ートで具体的に得にくい説明不足・難しい表現の洗
い出し，受講者の疑問解決を同時に行い双方の問題
解決ができ重要なことだと実感できた．小グループ
に分けて研修した際には関係した講師陣とも情報交
換をし，次回講師を依頼する際の改善点などを共有
するようにした．また次回につなげるという意味で
は主催者の満足度も確認し，類似した研修を行う際
の企画立案時にお互い役立てられる点がないかを探
るようにもしている．研修理解度確認のためにテス

トを行うこともあるが，目標到達を客観的に図るも
のとして重要だと認識している．しかしテストの点
数が良好でも臨床でトラブルに必ずしも対応できる
わけではないとも感じている．所属する施設で研修
会を行った場合に限定されてしまうが，研修後通常
業務を行っている際に研修に関連したトラブルやそ
の前段階などがあった場合には，臨床に迷惑がかか
らない範囲で受講者等に声をかけともに対応し，研
修と業務を結びつけてもらい少しでも生かしてもら
えるよう常に努力を行っている．

現在必須の医療機器研修等１）もあり，研修の需要
はますます増えていくことが予想される．研修を行
う場合には，準備の段階で主催者の希望する到達目
標と，受講者の研修前理解・習熟度のギャップを正
確に把握し研修を構成していくことが重要だと考え
られた．また主催者・講師・受講者と研修に関わる
すべての人が同じ時間を共有するとともに消費して
いる．そのため研修をすること自体が目標とならな
いよう，少しでも研修内容が記憶に残り実践でき，
研修で得たものを臨床へ還元できる内容とする必要
があると感じている．病院勤務の臨床工学技士とし
て院内研修に今後も積極的に関わり実施していくと
思うが，院外の研修ではフォローしにくい実際の業
務と研修を上手に融合させ，使える・ためになるも
のとなるよう今後も努力していく必要があると感じ
ている．また１つの研修に関わる各関係者は受け身
ではなく，積極的にコミュニケーションをとり全員で
研修会を作り上げていくことが重要だと考えられた．

〈本論文は第６９回国立病院総合医学会シンポジウム「よ
りためになる研修会って？～正しく安全な医療機器の取
り扱いを目指して～」において「当院での医療機器研
修の工夫」として発表した内容に加筆したものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．

［文献］
１）「良質な医療を提供する体制の確立を図るための

医療法等の一部を改正する法律の一部の施行につ
いて」医政発第０３３００１０号 厚生労働省医政局長
平成１９年３月３０日
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